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見
舞
わ
れ
て
お
り
、
今
回
も
前
日
ま

で
、
台
風
並
み
の
暴
風
雨
で
し
た
。

今
年
は
、
突
然
の
雨
は
あ
り
ま
し
た

が
、
燦
々
倶
楽
舞
が
演
舞
す
る
と
き

は
青
空
に
な
り
、
文
字
通
り
燦
燦
と

輝
く
太
陽
の
下
で
演
舞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

★
美
郷
ち
ゃ
ん
夜
市
に
登
場
!!

　

７
月
30
日
（
土
）、
美
郷
町
六
郷
地

区
で
、「
美
郷
ち
ゃ
ん
夜
市
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
美
郷

町
六
郷
地
区
で
古
く
か
ら
行
っ
て
い

た
お
祭
り
で
し
た
が
、
人
口
減
少
と

と
も
に
衰
退
し
行
わ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
昨
年
美
郷
町
商
工

会
が
中
心
と
な
り
特
に
若
い
世
代
の

方
々
の
手
に
よ
り
復
活
し
た
お
祭
り

で
す
。

　

今
回
美
郷
ち
ゃ
ん
夜
市
に
燦
々
倶

楽
舞
が
よ
さ
こ
い
演
舞
を
披
露
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
炎
天

下
の
中
の
演

舞
で
し
た
が
、

踊
り
子
の
メ

ン
バ
ー
は
元

気
い
っ
ぱ
い

に
踊
り
切
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

 

ま
た
、一
緒
に

参
加
し
た
よ

さ
こ
い
チ
ー

ム
「
百
蓮
会
」

の
み
な
さ
ん

と
コ
ラ
ボ
し

て
一
緒
に
踊

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

★
電
話
対
応
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座

　

６
月
18
日
（
土
）
株
式
会
社
北
都

銀
行
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
ア
ド
バ
イ

ス
部
様
に
よ
る

「
電
話
対
応
・

ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
講
座
」
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
場
で
働
い

て
い
る
プ
ロ
の

方
か
ら
、
就
職

を
目
指
す
た
め

に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本

を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
積
極
的
に
電
話
応
対
の

練
習
や
発
表
に
取
り
組
み
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

就
職
を
目
指
す
訓
練
生
や
、
就
職
し

て
い
る
利
用
者
に
と
っ
て
大
変
役
立

つ
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

●
サ
ン
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
横
手
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★
ヤ
ー
ト
セ
秋
田
祭

　

６
月
25
日
（
土
）、
ヤ
ー
ト
セ
秋
田

祭
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
ヤ
ー
ト
セ
秋
田
祭
は
雨
に

●
燦
々
倶
楽
舞

●
ウ
ッ
デ
ィ
い
の
お
か

★
大
曲
支
援
学
校
か
ら
視
察

　

８
月
27
日
、
大
曲
支
援
学
校
教
諭

の
方
々
が
、
ウ
ッ
デ
ィ
い
の
お
か
に

視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
建
物
の
見

学
や
事
業
の
説
明
の
他
、
昼
食
と
し

て
そ
ば
処
「
木
こ
り
ん
」
へ
も
ご
来

店
い
た
だ
き
、
利
用
さ
れ
て
い
る
方

の
働
き
ぶ
り
を
実
際
に
見
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

７
月
は
横
手
支
援
学
校
様
や
他
の
事

業
所
様
か
ら
も
視
察
依
頼
を
い
た
だ

き
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

機
会
を
大
切
に
し
、
ウ
ッ
デ
ィ
い
の

お
か
の
特
徴
を
多
く
の
方
に
お
伝
え

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

　

見
学
は
い

つ
で
も
行
っ

て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

　

５
日
間
と
い
う
短

い
期
間
で
し
た
が
、様

々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
た
貴
重
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
方
一
人
一

人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
支
援
や
配
慮
、

利
用
者
同
士
や
利
用

者
と
職
員
の
方
で
楽

し
そ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
様
子
な
ど

実
習
に
来
て
初
め
て
見
る
こ
と
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
教
職
を
目
指

す
自
分
に
と
っ
て
障
害
を
理
解
す
る

こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ

を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
体
験
を
自
分
の
中
に
留
め

ず
に
、
自
分
や
子
供
た
ち
の
障
害
者

理
解
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
思
い

ま
す
。
５
日
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

５月 07 日　　社会福祉法人一羊会様 (９名 )
６月 14 日　　美郷町役場厚生労働省新人研修様 (6 名 )
６月 14 日　　NPO 法人ハートかまくら様 (11 名 )　
　　　　　　　湯沢雄勝ネットワーク協議会様 (21 名 )
６月 18 日　　さくら園様 (10 名 )
７月 08 日　　社会福祉法人五輪坂秋峰会様 (３名 )
７月 11 日　　大曲支援学校 PTA 様 (27 名 )
７月 12 日　　秋田県社会就労センター様 (2 名 )
７月 19 日　　大曲支援学校　小学部様 (19 名 )
７月 21 日　　杉の木園様 (16 名 )　
７月 26 日　　横手支援学校職員進路指導研修会様 (12 名 )
７月 27 日　　大曲支援学校職員進路研修会様 (17 名 )
７月 28 日　　かわ舟の里角間川様 (13 名 )
７月 29 日　　杉の木園様 (23 名 )
８月 08 日　　旭地区民生・児童委員協議会様 (14 名 )
８月 09 日　　秋田県知的障害者福祉協会様 (11 名 )
８月 17 日　　日本知的障害者福祉協会「さぽーと」
　　　　　　　編集委員様 (3 名 )
８月 18 日　　ユーホップハウス様 (7 名 )

視察・見学受入



　

６
月
20
日
（
月
）
大
仙
市
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、
大
仙
市
、
美
郷
町
地
区
の
障
害
者
雇
用
に
携
わ
る
関

係
機
関
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
連
絡
会
議
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲
の
指
導
官
を
は
じ
め
、
当
該
地
区
で

障
害
者
雇
用
を
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
所
様
や
職
場
実
習
を

お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
事
業
所
様
、
就
労
系
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
相
談
支
援
事
業
所
、
行
政
担
当
者
、
特
別
支
援

学
校
と
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
連
携
は
あ
る
も
の
の
、
関
係
者

が
一
堂
に
介
し
て
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
有
意
義

な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
11
社
の
事
業
所
様
か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
、
実

習
や
雇
用
を
通
し
て
み
え
て
き
た
課
題
や
、
成
功
例
、
支
援

者
に
求
め
た
い
こ
と
等
幅
広
く
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
美
郷
町
の
高
齢
者
施
設
ロ
ー
ト
ピ
ア
緑
泉
の
佐
藤

施
設
長
は
、「
障
害
と
い
っ
て
も
、
一
人
一
人
特
性
が
あ
り
、

何
が
で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
支
援
機
関
に
は
そ
の
方
の

情
報
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
そ
の
方

の
力
が
発
揮
で
き
る
作
業
を
お
願
い
し
た
い
」
と
お
話
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後
、
障
害
者
雇
用
を
進
め
て
い
く
う
え

で
支
援
者
の
役
割
が
明
確
に
な
り
送
り
出
す
側
に
は
大
変
貴

重
な
ご
意
見
ば
か
り
で
し
た
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
は
、
就
職
に
結
び
つ
い
た
事

例
等
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
、
地
域

で
働
き
、
暮
ら
す
こ
と
の
大
切
さ

や
、
就
労
継
続
に
向
け
た
支
援
の

あ
り
方
の
難
し
さ
等
、
ひ
と
り
ひ

と
り
を
支
え
る
た
め
の
支
援
方
法

の
構
築
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
働
く
こ
と
」
と
「
働
き
続
け
る

こ
と
」
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
、
就
労
継
続
を
強

く
意
識
し
た
支
援
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
共
有
で
き
た

会
議
で
し
た
。
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秋田県南障害者就業・生活支援センター
～平成28年度　大仙・美郷地区障害者就労支援関係者連絡会議を開催しました～　

　

ネ
ッ
ト
横
手
で
は
６
月
に
１
名
が
就
職
、

８
月
に
１
名
の
方
が
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
で
就

職
さ
れ
ま
し
た
。

●
西
村
皐
希
さ
ん　

平
成
28
年
６
月
15
日　

(

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
横
手
南
店)

●
渡
邊　

諭
さ
ん　

平
成
28
年
８
月
15
日　

　

(

株
式
会
社
秋
田
ヘ
ル
シ
ー
食
産　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用)

　

訓
練
の
中
で
た
く
さ
ん
悩
み
な
が
ら
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
が
実
を
結
び
、
就

職
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
後
の
職
場
で

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
美
郷
町
六
郷
在
住*

西
村
皐
希
さ
ん
へ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

★
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
嬉
し
い
と
感
じ
た

こ
と
は
何
で
す
か
？

　

仕
事
で
商
品
の
盛
り
付
け
を
行
い
、
綺
麗

に
作
る
こ
と
が
で
き
た
な
と
感
じ
た
時
に
嬉

し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

★
お
給
料
の
使
い
道
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

バ
ス
通
勤
な
の
で
、
バ
ス
に
乗
る
際
に
必

要
な
物
の
購
入
や
、
自
分
の
好
き
な
物
を
購

入
す
る
時
に
使
っ
て
い
ま
す
。

★
ど
ん
な
時
に
や
り
が
い
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
か
？

　

商
品
を
作
る
量
が
多
い
の
で
す
が
、
最
後

ま
で
作
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
と
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。

★
も
っ
と
頑
張
り
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
で

す
か
？

　

盛
り
付
け
を
も
っ
と
綺
麗
に
で
き
る
よ
う

に
し
つ
つ
、
作
る
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
と
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

★
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
大
切
だ
と
思
う
こ

と
は
何
で
し
ょ

う
か
？

　

体
調
を
崩
さ

ず
に
、
毎
日
元

気
に
仕
事
を
す

る
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
一

日
も
休
ま
ず
に

仕
事
に
行
け
る

よ
う
に
頑
張
っ

て
下
さ
い
。

<

職
場
訪
問
担
当
職
員
よ
り>

　

勤
務
先
の
担
当
職
員
さ
ん
は
、
職
場
実
習

の
時
か
ら
西
村
さ
ん
の
真
面
目
さ
と
欠
勤
の

無
さ
、
し
っ
か
り
し
た
挨
拶
を
高
く
評
価
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
西
村
さ
ん
の
そ
の
良
い

と
こ
ろ
は
就
職
後
の
現
在
も
継
続
さ
れ
て
お

り
、
先
日
定
着
支
援
担
当
が
勤
務
先
へ
訪
問

し
て
様
子
を
伺
っ
た
時
に
も
、
休
ま
ず
働
い

て
い
る
こ
と
と
挨
拶
は
と
て
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
た
。
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＊地域の皆さんのご協力で、41,300,000円の収入がありました。
　各事業書毎の給料は次の通りです。    

流動資産   
   
固定資産   
 基本財産  
 その他の固定資産   
   
   
   
   
   
   
   
資産の部合計

   

127,907,030

722,299,352
643,314,252
78,985,100

850,206,382

 

資　産　の　部

勘　定　科　目 決　　算　　額 勘　定　科　目 決　　算　　額

生活介護本人支給金①
生活介護本人支給金②年2回
就労継続Ｂ型
生活訓練本人支給金①
生活訓練本人支給金②年2回
生活介護本人支給金年2回
就労継続Ｂ型
生活介護本人支給金
就労継続Ｂ型
就労移行

 
事   業   所   名 26年度平均工賃（一人あたりの月額）事  業  種  別

流動負債   
   
固定負債   
   
負債の部合計 

基本金   
国庫補助金等特別積立金   
その他の積立金    
次期繰越活動増減差額   
うち当期活動増減差額    
純資産の部合計   
負債及び純資産の部合計 

52,783,298

△40,785,308

11,997,990

1,000,000
△ 19,045,379
40,200,000
816,053,771
120,478,182
838,208,392

負　債　の　部

純　資　産　の　部

サンワーク六郷

授　産　会　計　

サンあんぐる
もくもく道場

サンワークネット横手

サンワーク大曲

41,315,000
327,889,000
40,406,000
1,530,000
102,000
8,828,000

420,070,000
229,307,000
64,801,000
58,081,000
35,914,000
388,103,000
31,967,000
114,227,000
114,227,000
238,730,000
238,730,000

△ 124,503,000
122,000
122,000
2,385,000
2,385,000

△ 2,263,000

△ 94,799,000

△ 94,799,000

就労支援事業収入   
障害福祉サービス等事業収入   
その他の事業収入   
運営費収入   
受取利息配当金収入   
その他の収入   
事業活動収入計（1）   
人件費支出   
事業費支出   
事務費支出   
就労支援事業支出   
事業活動支出計（2）   
事業活動資金収支差額（3）＝（1）-（2）   
施設設備等補助金収入   
施設整備等収入計（4）   
固定資産取得支出   
施設整備等支出計（5）   
施設整備等資金収支差額（6）＝（4）-（5）   
積立資産取崩収入   
その他の活動収入計（7）   
積立資産支出   
その他の活動支出計（8）   
その他の活動資金収支差額（9）＝（7）-（8）   
予備費支出（10）   
当期資金収支差額合計（11）＝（3）+（6）+（9）-（10）   
   
前期末支払資金残高（12）   
当期末支払資金残高（11）+（12）   

33,099,997
330,926,132
38,060,243
1,399,500
30,000

1,110,925
404,626,797
213,097,774
50,710,968
50,267,462
29,313,292
25,906,883

△ 10,594,124

358,702,255
45,924,542
101,194

10,219,245
10,320,439

53,424
10,267,015
56,191,557
64,227,000

64,227,000

64,227,000
120,418,557

120,418,557
725,575,589
845,994,146

30,000,000
815,994,146

就労支援事業収益
障害福祉サービス等事業収益
その他の事業収益
運営費収益
経常経費寄附金収益
その他の収益
サービス活動収益計（1）
人件費 
事業費
事務費
就労支援事業費用
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
徴収不能額
サービス活動費用計（2）
サービス活動増減差額（3）＝（1）-（2）
受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益
サービス活動外収益計（4）
支払利息
サービス活動外費用計（5） 
サービス活動外増減差額（6）＝（4）-（5）
経常増減差額（7）＝（3）+（6）
施設設備等補助金収益 
過年度分収益
特別収益計（8）
固定資産売却損・処分損
特別費用計（9） 
特別増減差額（10）＝（8）-（9）
税引前当期活動増減差額（11）＝（7）+（10）
法人税、住民税及び事業税（12）
法人税等調整額（13）
当期活動増減差額（14）＝（11）-（12）-（13）
前期繰越活動増減差額（15）
当期末繰越活動増減差額（16）＝（14）+（15）
基本金取崩額（17）
その他の積立金取崩額（18）
その他の積立金積立額（19）
次期繰越活動増減差額（20）＝（16）+（17）+（18）-（19）

4,130円
1,907円
6,291円
3,556円
1,200円
4,435円
27,406円
3,000円
17,773円
14,000円

■わたしたち、これだけ働きました！！

収入

支出

当期収支差額 就労支援事業

就 労 支 援
事 業 支 出

就労支援事業

就労支援事業
利用者給料

41,315,000 

35,914,000 

7,019,598

5,401,000 

850,206,382

■貸 借 対 照 表（平成28年3月31日現在） 単位：円単位：円

■資金収支計算書
　（自）平成27年4月1日（至）平成28年3月31日 単位：円

■事業活動収支計算書
　（自）平成27年4月1日（至）平成28年3月31日 単位：円

平成27年度 決 算 報 告

単位：円
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事　務　局　だ　よ　り
お し ら せ

◆第２回 Art to you! 東北障がい者芸術公募展
　 ７ 月22日（ 金 ）～ 24日（ 日 ）、
宮城県仙台市、せんだいメディ
ア テ ー ク で、『 第 ２ 回 Art to 
you! 東北障がい者芸術公募展』
が行われました。慈泉会からは、
就労支援センターもくもく道場
の竹谷修さんの作品「年度終了
式」が入選し、展示されました。

◆ウッディいのおか始動！
★そば処「木こりん」
　　５月７日にオープンしましたそば処「木こりん」。最初は
　接客も盛り付けも、なかなか上手にいきませんでしたが、回
　数を重ねるにつれ徐々に不安も薄れていきました。
　　お客様からも「ありがとう」「おいしかったよ」と声をかけ
   てもらうたびに自身もつき、今では一人でも欠かすことので
   きない存在となっています。
★ありがとう ! マリーゴールド
　　６月７日、お隣のおうちから きれいに咲きそろった
　マリーゴールドをいただきました。
★美味しいとうもろこし　
　　８月１２日、ウッディいのおかの隣
　の畑でとうもろこしを育てている町内
　の方より、差し入れをいただきました。

竹谷修さんの作品
「年度終了式」

●研修で学んだこと
　今回の研修では、自分の掲げた目標のもと研修に臨みました。
やはり、チームとして専門職として協調性や声かけは改めて重
要であると実感したとともに、同期メンバーそれぞれの個性や
行動力など、周囲を見て行動することは自分にとって欠けてい
ると思いました。今回は、協調性の大切さ、自分に欠けている
ものを学ぶことができました。

●研修の評価と感想
　今回の研修では色々なことを感じ、体験でき、より多くのこ
とを吸収することができたと思います。研修では登山に臨み、
その登山を例えるなら入社５ヶ月の自分の道のりだと思いまし
た。頂上を今の自分として考え、ここまで来るために色々なこ
とを乗り越え、吸収してきたことが思い出されました。石につ
まずいて転倒した時、仕事で失敗した時のことを思い出し、そ
んな時に声をかけてくれた同期の声かけや優しさは自分にとっ
て大きな支えでした。支援する立場としてメンタル面の配慮は、
一番大切だと思いました。下山をする際は、登ってきた道だか
ら大丈夫という安堵があり、下山でもつまずいてしまいました。
これを例えるなら業務から知る慣れによってのミスだと考えま
した。慣れという気持ちが出てきているので、常に緊張感と初
心を忘れずに今後の業務に取り組まなければならないと改めて
考えることができました。今回の登山は、今までの自分やこれ
からの自分につなげることができる研修であったと思います。

●今後職務に生かせる点
　登山と同様に、常に日々の業務は何が起こるか予知できるも
のではないが、支援についてリスクマネジメントをしながら、
利用者が安心した生活を送ることができるよう、職員同士で
チームワークを図りながら考えて職務にあたりたい。

★新任職員研修に参加して　       小 松  博  美

平鹿
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ネット横手障害者就業・
生活支援センター

サンワークネット横手

◆役員視察研修会

◆初級職員研修

　９月１２日（月）当法人の役職員で、
社会福祉法人秋田県社会福祉事業団の
秋田県心身障害者コロニーと由利本荘
地域生活支援センターの視察を行いま
した。「事業所の防犯対策について」「利
用者の重度・高齢化に対応したサービ
スについて」の取組みについてご教授
いただきました。

　７月13日（水）・14 日（木）で入社か
ら３年目までの職員を対象に、障害者
の理解と支援についてグループ討議を
行いました。積極的な意見交換が交わ
され、日頃の支援について他の職員の
意見を聞きながら自分の支援を振返る
よい機会となりました。

職員人事
◆職員の退職
　　田　口　聖　也
            （７月 31 日付）　サンワーク六郷

◆職員の採用　
　・平成 28 年７月１日付
　　　熊　谷　　　恵　（もくもく道場）
　・平成２８年８月１日付
　　　高　田　優　子　（サンワークの家）
　・平成２８年９月１日付
　　　鈴　木　　　愛　（もくもく道場）
　　　佐　藤　友　美　（サンあんぐる）
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